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〇 秋の野山には、キクの仲間の草花がよく似合います。小さな花がたくさん咲く 

その根元の地面では、食べ物を探す鳥が、落ち葉をひっくり返しています。aiko 

 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  
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自自然然感感  
３２８ 

 

★都市公園で自然観察会★ 

春日公園での自然観察会（133 回）      

日時 11 月１9 日（土）10 時から 12 時 

の予定です。現在、公園の利用が可能です。 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL 090－8220－6160〔田村の携帯〕   

 

 

 

  

http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/


注意 各団体とも、新型コロナウイルス感染拡大や様々な状況により、下記の予定も当日でも変更になることがあります。

詳しくは各団体にお問い合わせください。 

 

日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会 筑後支部                        福岡植物友の会 

 

 

 

 

  

 

 

 

久留米の自然を守る会 

 

 

                                    三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 

                                                 http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会  
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１１月２７日（日）１２月２５日（日）

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

１１月２０日（日）１２月１８日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松） 

 

１２月４日（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

 

１２月１０日（土） 

大濠公園（福岡市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：092-834-8644（持永俊行） 
注）１１月は公園の都合で５日に変更。 

 

１２月１１日（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

１２月６日（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ）

問合せ：092-592-3423（小野仁） 

お問い合わせください。 

（0942-43-7959）河内俊英 

 

１１月２６日（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00 

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

 

 

 

１１月２０日（日） 

鎮西湖・筑後川・巨瀬川 

時 間： 9：00～12：00 

集 合：筑後川左岸 

     大城橋下グランド 

問合せ：090-4357-3043 

（溝田泰博） 

１１月２０日（日） 

高良山（久留米市） 

問合せ：佃 昇（092-662-2983） 

参加は有料 要予約 

１２月３日（土） 

集 合：九州歴史資料館 

第１駐車場 

時 間：9:30～12:00 

（早めに終わるかもしれません）   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

コロナ対策：ブログにて確認 
ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

観察会や様々な生きもの情報を載せて

います 

１１月２６日（土） 

定例会議 

時 間：12：00～14：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 
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今回は、１０月１日（旧暦９月６日）～１０月３１日（旧暦１０月７日）まで

のデジカメ日誌です。(文・写真 本のむし) 

１０月２９日（旧暦１０月５日） 筑紫野市天拝坂 

自宅の勝手口に行く通路にジョロウグモが巣を張っている。オ

ンブバッタが捕まっている。このクモ漢字で書くと女郎蜘蛛だ

が、本来、上臈蜘蛛らしい。そんなに上品には見えないが・・・ 

寿命は１年。１２月、寒くなるといなくなるが温暖化で変わるか。 

 

１０月１６日（旧暦９月２１日） 筑紫野市天拝公園 

この夏、話題になっていた「カエンダケ」と思ったら、少し

違う。調べたら「ツノフノリダケ」がよく似ている。しかし、そ

れは倒木等に出るようで、ここは法面に苔。違うのかな。

キノコは難しいですね。どなたか教えていただけますか。 

１０月５日（旧暦９月１０日）   筑紫野市天拝坂                 

車に乗ろうとしたら、ドアの窓ガラスにへばりつくように止まって 

いた。体長２㎝ほどのヤガの仲間、タマナギンウワバのようだ。 

幼虫はキャベツ等の野菜の害虫らしい。長野等本州に多いよう 

で、流通で南下しているのだろうか。 

 

 

 

 

満月と重なった。 

１０月２日（旧暦９月７日） 筑紫野市天拝坂 

ハチクマが渡る頃、自宅２階の北窓からこの可愛いい姿を観

ることが出来る。サメビタキ（左）とエゾビタキ（右）である。今

年はコサメビタキには逢えなかった。きっと、通って行ったん

だと思う。なんせ、この秋の１日か２日の確率だからね。 

１０月２１日（旧暦９月２６日） 筑紫野市天拝坂 

昼過ぎ、聞き覚えのあるヒッヒッヒッ。隣の倉庫の擁壁の

上で盛んに鳴いている。ジョウビタキ雄である。今季初

認。ただこの個体がこの冬ここらで越冬するかはまだわか

らない。もう少し南まで行くかもね。 

１０月１６日（旧暦９月２１日） 筑紫野市天拝坂 

天拝坂入口の道路わきのススキの法面に、ナンバンギセルが

咲いていた。家内が見つけて教えてくれた。ススキ等の根に絡

まってその栄養を奪っている寄生植物と習った。葉が無く自分

で光合成できない。俳句では「思い草」。宿主を思うのか？ 

くすのき ２０２２年１１月号投稿原稿-本のむし    Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

 



 

事務局からの推薦。九州の自然観察指導員交流の場です。申し込みは事務局田村、電話かメール。 
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会員からの投稿（1） 

初秋の三池山を訪ねて  松永公幸 
９月２５日（日）「三池山を守り楽しむネットワーク」主催の三池山登山に参加した。JR 大牟田駅から登山口まで乗合バスで

行く小さな旅でもあった。三池山は標高３８８ｍ、市内で一番高いのでどこからでも見える、市民に親しまれている自然豊かな

山である。「論より証拠」、豊かな自然の一部を写真で紹介します。私のお目当てのアサギマダラにはとうとう出会えなかった。

マーキングするつもりで網まで持参したが・・・。これから本格的な秋を迎え、登山には絶好のシーズンです。山道には道標が

整備され、まず迷うことはありません。みなさん、ぜひ足をお運びください。 

三池山の生きものたちの紹介 

① カマドウマ      ② オオハナワラビ   ③ショウリョウバッタモドキ   ④獲物を捕らえたナガコガネグモ 

⑤イノシシの糞        ⑥シラヤマギク       ⑦アオハナムグリ      ⑧タヌキマメ 

 

 

 

   

 会員からの投稿（2）  渋田和美  

高知県の牧野植物園に行ってきました。桜？ 

そっくりなこの花がアーモンドなんですね。初めて見ました。 

でも季節が変？調べたら春咲く？今年も狂い咲きなのでしょうか？ 

昨年も桜が咲いてました、秋に。10月 30日 

 

 

 

 

 

会員からの投稿（3）    窓越しの自然観察 51   〜 一期一会 25   〜 

日本の四季から春・秋の影が薄くなって来た、とは言うものの周辺は少しずつ秋色に

染まり始めています。緑を残しながら、葉先から僅かずつ色づいて来るこの頃のヤマ

モミジが大好きで、季節の移ろいを感じさせてくれます。足元には、ツワブキ、ノギク、

リンドウ、ホトトギス、オミナエシ等が盛り。それにしても、今年は全くキリギリスの声

を聞かなかった！宅配お姉さんのたぎる悲鳴も聞けなかった位、蜘蛛の巣が張られ

ていない！ 玄関正面、軒下の至るところに姿をみせ堂々たる居宅を張り巡らしてい

た兵隊蜘蛛はとっくの昔に姿を消し、今はもう女郎蜘蛛さえ消えていくいっぽうで九月

には、セアカゴケグモがこんな内陸部にも潜入の報。 

 

（ダムサイト住人 2022/11/3記） 
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春日公園自然観察会 令和4年10月15日（土）【参加者数】７人【担当】、田村耕作 

観察は、自然あそび館～芝生広場・調整池～ショウブ池～噴水広場～自然風庭園～自然あそび館で歩いた。 

観察内容 参加者の目線で気になる生きものを、秋を感じながら観察しました。 

植物 ドングリの仲間（クヌギ、アラカシ、シラカシ、ウバメガシ、マテバシイ、コナラ）、アベリア、ニシキギ（紅葉が始

まっている）、スズカケ（冬芽）、タイワンフウ、アメリカフウ、サンシュユの実、リョウブの実、クサボケ（花と実）、ヒメ

ノハギ（この公園で初めて確認）、オカトラノオ、サルスベリ（種）、イロハカエデ、サンゴジュ（実）、キンモクセイ（香り）。 

菌類 イグチ科の１種、オニフスベ、ナラタケモドキ。 

昆虫 イチモンジセセリ、ウラナミシジミ、シオカラトンボ、ギンヤンマ、マユタテアカネ、コノシメトンボ、ベニトンボ、

ショウジョウトンボ、オオアオイトトンボ、オオミズアオ幼虫。 

野鳥 コガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、メジロ、ハクセキレイ、キジバト、カワセミ、スズメ、ヒタキの仲間、エナガ、ヤ

マガラ、シジユウカラ、カワラヒワ、ヒヨドリ、モズ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、カワラバト、アヒル。 

感想（参加者の声）  

・カワセミを観察できた。・赤いトンボにもいろいろな種類がいることを知ることが出来た。 

・ベニトンボをじっくり観察できた。・ヒメノハギの花、葉をこの公園で初めて確認した。 

・メタセコイアとラクウショウの葉の付き方を確認できた。・サルスベリの種をじっくり観察できた。 

観察会を開始する風景   イチモンジセセリを観察   アベリアの花を観察     スズカケの新しい芽    

 

       

休息中？ベニトンボ♂ イグチ科の仲間     サルスベリの種   ナラタケモドキ（10/4）枯れて黒く変化（今回） 

    

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ  

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０２２年度会費を、各自ご確認の上、郵便局にて下

記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和４年 12 月 9 日（金）午後２時より事務局で行います。令和 4 年 12 月号の原稿は、 

12/6（火）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 この会報のｐ2 とｐ3 にナンバンキセルの写真が掲載されています。ｐ2 の写真は花が終わり、種を宿した状態、 

ｐ3 の写真は花真っ盛りの様子です。 

 

2022 年 10 月の定例発送会は、藤川渡と田村耕作が、それぞれの自宅で作業。 

春日公園で毎月自然観察しつつ散策しています。毎回少しずつ歩く場所も変

えながらも、多くの視点で、樹木の葉や花、実、草花の花や種、昆虫や野鳥を

楽しんでいるのです。そういう中で、初めて出合ったという感覚は、うれしい

ものです。ヒメノハギ（この公園で初観察）もそういう感覚が湧いてきました。

常連の参加者からも「初めてやね」の声をきくのも良いですね。 

 

 

10/15 春日公園 撮影：田村耕作 

- ６ -     


